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名 

借 

入 

先 

下水道事業 

４６億６，２０４万円 

郵政公社 

３２億１，０５９万円 

臨時財政 
対策 

１５億４，５４３万円 

一般単独 

１０億９，３７１万円 

半田 
信用金庫 
８億６，２１０万円 

公営公庫 

１６億３，６７８万円 

義務教育　１億９，１８８万円 

その他　１億３，４０３万円 

減税補てん　９億３，４４６万円 

財務省 

１５億１，１７４万円 

その他 
９億３,７４３万円 

三菱東京UFJ銀行 
４億２９１万円 

《基金の内訳》

１５億２，４８１万円財政調整基金

３２万円減 債 基 金

１，５４２万円公共施設整備基金

８億７５２万円庁舎建設基金

１億７０４万円福 祉 基 金

２５３万円学校整備基金

１００万円学校図書購入基金

３００万円図書購入基金

１億６，７６８万円土地開発基金

１億５，０００万円国民健康保険
財政調整基金

０介護給付費準備基金

　阿久比町では、皆さんに納めていただいた貴重な税金などが、どのように使われて
いるかを知っていただくため、毎年６月と１２月の２回、財政状況を公表しています。
　今回は、平成１８年度上半期（４月～９月）の財政状況と平成１７年度決算状況をお知
らせします。　　　　□問い合わせ先　企画財政課（４８）１１１１（内２３２）

　上半期の収入率は５５．７パーセントで、前年度上半期の５７．０パーセントと比較して１．３ポイ
ント減少しました。

町債現在高 ８５億６，１５５万円

２４，９８５人　　　　人　　口

８，１８３世帯　　　世　帯　数

人口・世帯数

５１，１３９円１人当たり

１５６，１４３円１世帯当たり

町税の負担状況（個人町民税）

　　　　　　　　０円

一時借入金現在高

�

６４，５１５．８７㎡建　　物
４７８，６２５．０２㎡土　　地
２７億７，９３２万円基　　金

町 有 財 産

町税 
34億3,860万円 

地方交付税 
  3億9,900万円 

繰越金 
  3億9,176万円 

町債 
  2億7,900万円 

地方譲与税 
  2億7,403万円 

県支出金 
  3億1,842万円 

諸収入 
  2億3,520万円 

国庫支出金 
  2億2,201万円 

その他 
  8億1,989万円 

21億7,675万円 

2億8,229万円 

収入済額 
35億5,470万円 
（55.7％） 

3億9,176万円 

6,673万円 

1億2,106万円 

6,317万円 

6,600万円 

3億8,694万円 

一般会計予算執行状況 

予  算  額　63億7,791万円 
収入済額　35億5,470万円 

■は収入済額 

0　予算額 5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 

歳 入歳 入
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3億8,053万円 

2億5,527万円 

1億2,294万円 

1億5,960万円 

6,581万円 

1億3,799万円 

民生費 
18億5,440万円 

土木費 
  8億8,914万円 

教育費 
  8億9,442万円 

総務費 
  8億9,115万円 

衛生費 
  6億5,728万円 

農林水産業費 
  1億8,496万円 

公債費 
  4億5,003万円 

消防費 
  3億4,269万円 

その他 
  2億1,384万円 

高齢者や障害者に対する 
福祉サービスなど 

道路など生活に必要な 
都市基盤の整備など 

小中学校・図書館などの 
教育基盤の整備など 

役場の一般的な事務の 
運営費など 

町民の健康を守ること、 
ごみやし尿の処理など 

町債（町の借金）の返済 

消防整備や防災体制の充実など 

農林水産業の振興など 

議会費や予備費など 

一般会計予算執行状況 

予  算  額　63億7,791万円 
支出済額　23億6,786万円 

■は支出済額 

6億9,306万円 

1億6,212万円 

3億9,054万円 

支出済額 
23億6,786万円 
　（37.1％） 

予算額　0 5億 10億 15億 20億 

　上半期の支出率は３７．１パーセントで、前年度上半期の４０．９パーセントと比較して３．８ポイ
ント減少しました。歳 出歳 出

阿久比町の財政状況
平成１８年度上半期〔４月～９月〕（９月３０日現在）

支出済額収入済額予　算　額区 分

９億２万円７億８，１０６万円２２億７，９７９万円国民健康保険

６億９，６１０万円７億３，８２６万円１６億１，７４３万円老 人 保 健

０万円１万円２万円土 地 取 得

１億８，３０２万円１億３，５２０万円７億４，９０８万円下水道事業

４億１，００５万円４億７，７６７万円１２億２，４９６万円介 護 保 険

４億８，１６３万円予　算　額
収　

入収　

益　

的

２億３，７４７万円執　行　額

４億９，４８９万円予　算　額
支　

出
２億６０万円執　行　額

４，１４８万円予　算　額
収　

入資　

本　

的

９５３万円執　行　額

９，１７０万円予　算　額
支　

出
１，４６２万円執　行　額

特　別　会　計 企業（水道事業）会計
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平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
、
六
十
八
億
三
千
五
百
九
十
九
万

円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
三
億
六
千
七

百
六
十
六
万
円
（
五
・
一
％
）
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
△
九

千
三
百
四
十
九
万
円
（
△
十
五
・
八
％
）、

町
債
△
六
億
五
千
三
百
五
十
万
円
（
△
六

十
二
・
一
％
）
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
、
六
十
二
億
九
千
九
百

六
十
七
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
四

億
五
千
九
百
五
十
一
万
円
（
六
・
八
％
）

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年

度
に
町
債
の
借
り
換
え
（
五
億
二
千
九
百

三
十
万
円
）
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

新しくなった坂部橋

民生費（２６.４％） 
１６億６,２４１万円 

総務費（１３.８％） 
８億７，２４６万円 

その他（３.６％） 
２億２，７８６万円 

消防費（５.１％） 
３億２,３５６万円 

教育費（１３.８％） 
８億７，００５万円 

公債費（６.６％） 
４億1,２９６万円 

農林水産業費 
（７.６％） 
４億７,８２８万円 

農林水産業費 
（７.６％） 
４億７,８２８万円 

衛生費（９.６％） 
６億１８１万円 

土木費（１３.５％） 
８億５,０２８万円 

歳  出 
６２億９，９６７万円 衛生費（９.６％） 

６億１８１万円 

国庫支出金（３.８％） 
２億６，１０４万円 
 
県支出金（４.０％） 
２億７，０５１万円 
 
諸収入（４.０％） 
２億７，３１７万円 
 
繰入金（４.３％） 
２億９，６６２万円 
 
町債（５.８％） 
３億９，８７０万円 
 
 繰越金（６.５％） 
 ４億４，４４６万円 
 
 　　　地方交付税（７.３％） 
 　　　４億９，８９６万円 
 

町税（５０.２％） 
３４億３，２０９万円 

歳  入 
６８億３,５９９万円 

その他（１４.１％） 
９億６，０４４万円 

町たばこ税（５.４％） 
１億８,５００万円 

固定資産税 
（４４.７％） 
１５億３,４３５万円 

町民税（４１.７％） 
１４億３,１１１万円 

都市計画税（７.１％） 
２億４,３０４万円 

その他（１.１％） 
３,８５９万円 

町税の構成比 

平成１７年度

一般会計
　歳入歳出決算

歳出（支出）決算額歳入（収入）決算額会計名

６２億９，９６７万円６８億３，５９９万円一般会計

５４億４，０６５万円５７億３，１１１万円特別会計

１８億８，２４３万円２１億１，３６８万円　国民健康保険

１７億４，７３７万円１７億４，４６２万円　老人保健

７，１２９万円７，１２９万円　土地取得

７億８，５７７万円７億９，９４３万円　下水道事業

９億５，３７９万円１０億２０９万円　介護保険

７億２，１４８万円５億９，０９４万円企業（水道事業）会計

４億８，５４９万円４億７，０１４万円　収益的

２億３，５９９万円１億２，０８０万円　資本的

１２４億６，１８０万円１３１億５，８０４万円総合計

平成１７年度 会計別決算

決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

財 政 状 況

平成１７年度
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　平成１７年度普通会計決算をもとに、総務省が公表した統一基準に基づきバランスシート（貸借対照表）を作成しました。
◆バランスシート
　バランスシートとは町が保有する資産、負債などの状況を表示した報告書です。借方（左側）には資産、貸方（右側）には負債と正
味資産が表示され、資産＝負債＋正味資産という関係にあります。資産は調達した資金を何に使ったかを、負債と正味資産は資産
の取得に必要な資金がどこからきたかを表しています。
▼資産合計　約２７４億円
　町民の皆さんの財産として将来にわたってさまざまな行政サービスを提供する道路、橋、公園のほか学校などの建物と、現金預
金などが含まれます。
▼負債合計　約５５億円
　町民の皆さんの負担として将来にわたって返済していくものです。資産の取得のために借り入れた町債などが含まれます。
▼正味資産　約２１９億円 
　　資産の取得に使われた国や県からの補助金と町民の皆さんの税金などが含まれます。

貸方 借方 

固定・流動負債 
ローンの残高 
68万2,000円 

有形固定資産 
所有している土地や家など 
283万1,000円 

投資等 
定期預金など 
25万4,000円 

流動資産 
現金や普通預金など 
29万7,000円 

正味資産 
親からの援助金や 

自己資金 
270万円 

1世帯あたり 338万2,000円 

平成１８年３月３１日現在　人口２４，８５６人　世帯数８，１１３世帯 

基準日（平成１８年３月３１日）現在の１世帯あたりで計算してみると・・・
�

平成１７年度　バランスシート
（平成１８年３月３１日現在） 　　　　　　　　（単位：千円）

貸　　　　　　方借　　　　　　方

［負債の部］
１．固定負債　　　　　　　　　　　　

　（１）地方債 ３，６５９，１３５

　（２）債務負担行為
　　①物件の購入等 ０
　　②債務保証又は損失補償 ０
　　　債務負担行為計 ０

　（３）退職給与引当金 １，４８８，６５７

　（４）その他 ０

固定負債合計 ５，１４７，７９２

２．流動負債　　　　　　　　　　　　

　（１）翌年度償還予定額 ３８６，４４９

　（２）翌年度繰上充用金 ０

　（３）その他 ０

流動負債合計 ３８６，４４９

負債合計 ５，５３４，２４１

［正味資産の部］

１．国庫支出金 １，６０８，５５３

２．都道府県支出金 ２，２０２，５６３

３．一般財源等 １８，０９０，１６８

正味資産合計 ２１，９０１，２８４

負債・正味資産合計 ２７，４３５，５２５

［資産の部］
１．有形固定資産　　　　　　　　　　
　（１）総務費 ３４９，８３７
（２）民生費 １，０７９，８３９
（３）衛生費 ２６４，６８３
（４）労働費 １４４，４６２
　（５）農林水産業費 １，２４８，２４６
　（６）商工費 ６１，３９１
　（７）土木費 ９，７２０，１４７
　（８）消防費 ２６１，２４０
　（９）教育費 ９，４１５，６４５
　（ １０ ）その他 ４１７，６７８
　　　計 ２２，９６３，１６８
　　　（うち土地　　　　　９，１３６，２５４）
有形固定資産合計　　　　２２，９６３，１６８

２．投　資　等　　　　　　　　　　　
　（１）投資及び出資金 ２４，２０１
　（２）貸付金 ０
　（３）基金
　　①特定目的基金 ９３２，５０４
　　②土地開発基金 ４９６，６８０
　　③定額運用基金 ４，０００
　　　基　金　計 １，４３３，１８４
　（４）退職手当組合積立金 ６０３，１９８
投資等合計 ２，０６０，５８３

３．流動資産　　　　　　　　　　　　
（１）現金・預金
　　①財政調整基金 １，５２４，８０９
　　②減債基金 ３２３
　　③歳計現金 ５３６，３１８
　　　現金・預金計 ２，０６１，４５０
　（２）未収金
　　①地方税 １３７，６１９
　　②その他 ２１２，７０５
　　　未収金計 ３５０，３２４
流動資産合計 ２，４１１，７７４

資産合計 ２７，４３５，５２５

※債務負担行為に関する情報　①物件の購入に係るもの 　　　　　　　　　０千円
　　　　　　　　　　　　　　②債務保証又は損失補償に係るもの 　１００，０００千円
　　　　　　　　　　　　　　③利子補給等に係るもの 　　　　　　　　　０千円

ババババババババババババババババ ララララララララララララララララ ンンンンンンンンンンンンンンンン スススススススススススススススス シシシシシシシシシシシシシシシシ ーーーーーーーーーーーーーーーー トトトトトトトトトトトトトトトトバ ラ ン ス シ ー ト

２．投資等
　特定の目的に使用する
ために積み立てた基金な
どです。

３．流動資産（２）未収金
　町税など町に納めても
らうお金のうちで、まだ
収入されていないもので
す。

１．固定負債（１）地方債
　いままで学校、道路な
どを建設するための財源
として町が国や銀行など
から借りているお金の残
高です。

１．固定負債（３）
　　退職給与引当金
　町の職員が年度末に全
員退職（その年度末に実
際退職した者を除く）し
た場合の退職金です。今
支払うものではありませ
んが、将来発生するもの
として固定負債に計上し
ています。

［正味資産の部］
　いままで学校、道路な
どを建設するために使っ
たお金のうち、国や県か
ら補助金としてもらった
ものや、税金などの町の
お金の総額です。

２．流動負債（１）
　　翌年度償還予定額
　借りているお金のうち
平成１８年度に返済が予定
されている金額です。

１．有形固定資産
　学校、道路など建設的
な事業に使われたお金の
総額です。道路や建物な
どは減価償却をしていま
す。土地代は買ったとき
の価格で計上しています。

３．流動資産（１）現金・預金
　現金で持っているもの
のほか、必要時にすぐに
現金化することができる
基金などです。
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組合債の現在高

現　在　高借　入　先現　在　高目　　　　　　的

２３億３，５５９万円財 務 省２億７３６万円余 熱 利 用 施 設 整 備 事 業 債

１４１万円総 務 省１６億２，６６５万円し 尿 処 理 施 設 整 備 事 業 債

２３億３，７００万円計４億６，７５９万円排ガス高度処理施設整備事業債

２，２１４万円ごみ処理施設災害復旧事業債

１，１８５万円余熱利用施設災害復旧事業債

１４１万円清掃運搬施設等整備事業債

２３億３，７００万円計

　

２
市
２
町
（
阿
久
比
町
、
大
府
市
、
豊
明
市
、
東
浦
町
）
で
構
成
し
て
い
る
、
東
部
知

多
衛
生
組
合
の
財
政
状
況
を
、
東
部
知
多
衛
生
組
合
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
十
八
年
度
上
半
期
（
四
月
〜
九
月
）
の
財
政
状
況
と
平
成
十
七
年
度
決

算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
衛
生
組
合　

�
０
５
６
２（
４
６
）８
８
５
５

平成１７年度一般会計決算状況

歳　出歳　入

歳 出 決 算 額科　　　　　　目歳 入 決 算 額科　　　　　　目

１３２万円議 会 費１４億６，７４９万円分担金及び 負担金

６，０５２万円総 務 費２億４，３８７万円使用料及び 手数料

１１億４，５１８万円衛 生 費６，５３６万円財 産 収 入

５億７，４６８万円公 債 費１，９３９万円繰 越 金

０予 備 費４７５万円諸 収 入

１７億８，１７０万円歳 出 合 計１８億８６万円歳 入 合 計

一般会計予算執行状況（平成１８年９月３０日現在）
歳　入

収入率（％）収入済額予算現額科　　目

４９．３８億４，３５８万円１７億１，２２４万円分担金及び負担金

４５．４１億９３０万円２億４，０７１万円使用料及び手数料

４１．４７５１万円１，８１３万円財 産 収 入

１９１．６１，９１６万円１，０００万円繰 越 金

１０５．３１７９万円１７０万円諸 収 入

４９．５９億８,１３４万円１９億８，２７８万円歳 入 合 計

歳　出

執行率（％）支出済額予算現額科　　目

３．０２万円６７万円議 会 費

３１．５２，００６万円６，３５９万円総 務 費

３３．７４億４，９７０万円１３億３，３８３万円衛 生 費

４９．９２億８，６６３万円５億７，４６９万円公 債 費

０．００１，０００万円予 備 費

３８．１７億５，６４１万円１９億８，２７８万円歳 出 合 計

財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

東
部
知
多
衛
生
組
合

建物　１５，７７３．６１㎡
土地　６１，２８９．０６㎡

組合財産
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�
　

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
体
に
な
る
た
め

に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
三

食
し
っ
か
り
、
家
族
や
友
人
と
楽
し
み
な

が
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

�
　

運
動
は
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る

の
に
効
果
的
で
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

�
　

一
日
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
に
は
、
三
八

度
〜
四
〇
度
く
ら
い
の
ぬ
る
め
の
湯
に
三

十
分
く
ら
い
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
入

る
の
が
お
勧
め
で
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

適
度
な
運
動

ゆ
っ
た
り
入
浴

�
　

睡
眠
時
間
は
長
け
れ
ば
い
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
快
く
眠
れ
た
か

が
重
要
で
す
。
質
の
良
い
睡
眠
を
得
る
た

め
に
、
眠
り
や
す
い
環
境
を
整
え
、
午
前

零
時
前
に
は
布
団
に
入
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ぐ
っ
す
り
睡
眠

　

精
神
的
・
身
体
的
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る

と
、
心
身
と
も
に
疲
労
す
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
と
心
身
症
や
う
つ
病

な
ど
の
心
の
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
適
度
に
休
養
を
と
り
、
ス

ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
え
る
よ
う
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

『
こ 
こ 
ろ 
編
』

　

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
と
も
言
わ
れ
、

職
場
環
境
や
人
間
関
係
な
ど
、
日
常
生
活

の
中
で
受
け
る
ス
ト
レ
ス
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

み
ん
な
で
目
指
す
目
標

穏
や
か
な
心
で
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
で
き
る

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に
、

ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
し
ま
し
ょ
う

�
　

心
の
緊
張
を
と
き
ほ
ぐ
す
「
笑
い
」
と

心
か
ら
楽
し
め
る「
趣
味
」を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

�
　

悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
家
族
や

友
人
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

笑
い
と
遊
び

悩
み
は
相
談

み
ん
な
で
達
成
し
よ
う

１０年後の目標

１０年後の
目　　標現状値

９０．０%８０．８%①　悩みを相談できる人を
持っている人の割合

７５．０%６８．６%②　趣味や生きがいを持っ
ている人の割合

８０．０%７１．２%③　朝、すっきり目覚める
人の割合

現状値は「健康日本２１あぐい計画アンケート」による。
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�������

　

十
一
月
九
日
と
十
日
の
二
日
間
、
阿

久
比
中
学
校
の
二
年
生
二
百
三
十
二
人

が
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

職
業
に
対
す
る
知
識
を
深
め
、
働
く

こ
と
の
意
義
を
考
え
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
町
内
の
企
業
や
商
店
な
ど
に
出
向

き
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
勤
労
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

酒
造
り
を
体
験
し
た
生
徒
は
「
将
来

は
コ
ツ
コ
ツ
と
物
を
作
る
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
仕
事
を

体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
力
仕
事

は
大
変
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
親
切
に

仕
事
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
二
日
間
頑

張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

スーパーで商品の袋詰め 給食センターで野菜を洗う生徒（左から２人目）

にぎわう会場 大道芸人のパフォーマンス

　

十
一
月
十
八
日
と
十
九
日
の
二
日
間

第
二
十
九
回
産
業
ま
つ
り
が
阿
久
比
ス

ポ
ー
ツ
村
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
や
協
賛
企
業
、
商
店
な
ど
の

各
種
出
店
コ
ー
ナ
ー
や
農
産
物
の
直
売

所
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
シ
ョ
ー
や
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
の
踊
り
の
披
露
な
ど
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
日
間
で
約
八
千
人
が
会
場
を
訪
れ
、

産
業
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

酒蔵で酒造りを体験

農の生け花を見ながら一休み
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●園児がミカン狩りを楽しむ
　１１月１０日、草木保育園児８５人が保育園近くの農家の招待
でミカン狩りに出掛けました。
　今年は裏年でミカンの生りは少ないが、９月に気温が高
かったため甘味は多いとのこと。園児たちはミカンを枝か
ら手でもぎ取り、「おいしいよ。すごく甘いよ」と言いな
がらミカンを味わっていました。

●地域の人へ感謝の気持ち
　１１月１０日、南部小学校で「大好き！お米収穫祭」が行わ
れました。
　南部小５年生の児童は総合的な学習で米作りに取り組み
ました。児童たちは防犯パトロールや見守り隊として活動
を続ける地域の人などに「おかげさまの感謝の気持ちを表
したい」と収穫祭を企画しました。
　愛知県農村生活アドバイザーの指導を受けて五平餅とお
こしものを作り、この日集まった約３０人に振る舞いました。

●石井めぐみさん講演
　１１月１１日、エスペランス丸山で福祉講演会（阿久比町社
会福祉協議会主催）が開かれました。
　講師に女優の石井めぐみさんを迎え「やさしい街　やさ
しい人」と題して講演が行われ、重度障害を抱えた長男
（７年前に亡くなる）との生活を振り返りながら「困って
いそうな人を見かけたら、立ち止まって目を合わせてくだ
さい。障害者が街の中に出やすい環境づくりをすることが
大切です」と話していました。

●ボーリングで全国大会出場
　１１月８日、第３９回全日本実業団ボウリング選手権大会
（１１月１７日～１９日福岡県福岡市で開催）に出場する�本正
子さん（矢口）が、出場の報告に町長室を訪れました。
　�本さんは愛知製鋼のチームに所属し「５人チーム戦」
に出場します。「大会には８回目の出場となりますが、今
回は優勝をねらって頑張ります」と抱負を話していました。

　１１月１５日、阿久比町老人クラブ連絡協議会グラウンドゴ
ルフ大会がスポーツ村野球場で開かれました。
　広いグラウンドで老人クラブの皆さんは心地よい汗を流
していました。
　大会結果は次のとおりです。（敬称略）
赤ゾーン優勝  鈴木好夫（椋岡）、同準優勝  的場　栄（宮津
団地）、青ゾーン優勝  松下孝安（宮津）、同準優勝  長谷部
清（白沢台）、総合優勝  鈴木好夫（椋岡）

●スポーツ村野球場で、グラウンドゴルフ

●太極拳世界大会で優勝
　１１月４日と５日に台湾の台北市で開かれた「第１回世界
太極拳大会２００６」で飯塚慧さん（福住）が「Man A GroupⅡ」
の部で個人優勝に輝きました。
　飯塚さんは「９年前から健康のために夫婦で太極拳を始
めました。優勝できたことはとてもうれしい。太極拳は脳
の働きを良くし、老化防止になりますので皆さんもぜひ
やってみてください」と話していました。
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◆
期
間　

十
二
月
二
十
七
日（
水
）

◆
時
間　

①
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

　
　
　
　

②
午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
十
五
人

◆
内
容　

正
月
用
の
生
け
花
の
教
室
で
す
。

生
花
と
自
由
花
の
い
ず
れ
か
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
講
師　

大
棟
峯
子

◆
受
講
料
な
ど　

生
花　
　

二
千
二
百
円

　
　
　
　
　

自
由
花　

三
千
二
百
円
程
度

�◆
期
間　

一
月
十
五
日（
月
）〜

　
　
　
　

三
月
二
十
六
日（
月
）

　
　
　
　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

ビ
ー
ズ
で
指
輪
や
ス
ト
ラ
ッ
プ

な
ど
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

山
口
和
美

◆
受
講
料
な
ど　

六
千
二
百
円
程
度

�◆
期
間　

一
月
十
六
日（
火
）〜

　
　
　
　

二
月
二
十
日（
火
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

旅
行
で
役
立
つ
英
会
話
の
教
室

で
す
。

◆
講
師　

グ
レ
ン
・
モ
ッ
ク
ス
ハ
ム

◆
受
講
料
な
ど　

千
六
百
円
程
度

�◆
期
間　

一
月
十
八
日（
木
）〜

　
　
　
　

三
月
一
日（
木
）　

全
六
回

手
工
芸
教
室
／
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

ト
ラ
ベ
ル
英
語
教
室

絵
本
を
作
ろ
う

◆
対
象　

一
般
（
託
児
付
き
）

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

自
分
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
を

作
り
ま
す
。
託
児
付
き
で
す
の
で

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
方
ぜ
ひ

ど
う
ぞ
。

◆
講
師　

清
水
美
智
子

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円
程
度

�◆
期
間　

一
月
三
十
一
日（
水
）〜

　
　
　
　

三
月
七
日（
水
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

筆
・
小
筆
・
鉛
筆
・
サ
イ
ン
ペ

ン
な
ど
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
書

き
方
を
学
習
し
ま
す
。

◆
講
師　

阿
部
喜
七

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円

�◆
期
間　

三
月
十
四
日（
水
）〜

　
　
　
　

三
月
十
六
日（
金
）　

全
三
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
十
九
人

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
受
講
料
な
ど　

九
百
円
程
度

お
と
な
の
書
道
教
室

パ
ソ
コ
ン
教
室「
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
」

平
成
１８
年
度
第
４
期 

　 
い
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 
　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を

支
援
す
る「
い
き
が
い
教
室
」を
開
講
し
ま
す
。年
四
回
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。今

回
は
そ
の
第
四
回
目
で
す
。
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※　

小
学
生
・
親
子
対
象
の
講
座
の
案
内
は
各
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

正
月
生
け
花
教
室
①
②

昨年の生け花教室
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いきがい教室・講座開講

◆
期
間　

一
月
十
七
日（
水
）

　
　
　
　

一
月
二
十
四
日（
水
）　

全
六
回

◆
時
間　

①
午
前
十
時
〜
正
午

　
　
　
　

②
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
十
九
人

◆
内
容　

エ
ク
セ
ル
２
０
０
０
の
基
礎
講

座
で
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

◆
期
間　

一
月
二
十
日（
土
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

水
餃
子
な
ど
を
作
り
、
食
べ
な

が
ら
中
国
の
人
と
交
流
し
ま
す
。

◆
講
師　

チ
ュ
ー
ミ
ン

◆
受
講
料　

七
百
円
程
度

パ
ソ
コ
ン
教
室「
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
」①
②

飲
茶（
ヤ
ム
チ
ャ
）で
交
流

問い合せ先
社
会
教
育
課
公
民
館
係

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
６
０
）

F
A
X（
４
８
）６
２
２
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shakyo@
tow
n.agui.lg.jp

申込方法
　

電
話
（
平
日
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
公
民

館
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

阿
久
比
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
暮
ら

し
の
情
報
」
か
ら
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

開講にあたって
　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
初
め
て

の
方
を
優
先
し
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
申
し
込
み
が
十
人
未

満
の
場
合
や
講
師
の
都
合
に
よ
り

変
更
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
方

申
込
期
間

　

十
二
月
十
五
日（
金
）

む
か
し
の
民
具
の
は
な
し

　
 
火  
鉢 
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
て
い

ひ 
ば
ち

た
の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

　

清
少
納
言
の
枕
草
子
に
、
火
鉢
の
前
身

に
当
た
る 
火  
桶 
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ

ひ 
お
け

る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
に
は
使
用
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

炭
を
使
用
す
る
た
め
、 
薪 

た
き
ぎ

を
使
う 
囲  
炉 

い 

ろ

 
裏 
に
比
べ
煙
が
出
な
い
こ
と
か
ら
、
武
家

りや
公
家
の
間
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が

一
般
に
も
普
及
し
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
発
達
し
ま
し
た
。

　

装
飾
を
施
し
た
金
属
製
の
火
鉢
や
鮮
や

か
な
彩
色
を
し
た
陶
器
製
の
火
鉢
が
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

戦
前
ま
で
は
駅
の
待
合
室
な
ど
で
よ
く

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
ス
ト
ー
ブ
に
押
さ
れ

て
そ
の
姿
は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
装
飾
植
木
鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー

カ
バ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
、
中
に
水
を
張

り
、
金
魚
な
ど
を
飼
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
��
�
��
���
��

��

��

�
�

��
��
��
�

��������	
���
��
��������	��
��


��������	
�

��������	
��
���
���������	


パソコン教室
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定
し
て
、
町
内
の
五
分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
負

傷
者
の
救
出
や
消
火
な
ど
を
実
戦
形
式
で

行
い
、
タ
イ
ム
や
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　

実
戦
訓
練
会
の
成
績
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

優　

勝　

第
三
分
団

　

準
優
勝　

第
四
分
団

�
�
�
�
�
�
�
�

　

町
で
は
、
事
業
所
を
対
象
と
し
た
、
災

害
時
の
応
急
復
旧
活
動
や
人
命
救
助
な
ど

を
目
的
と
し
た
民
間
と
の
応
援
協
定
を
締

結
し
ま
す
。

　

協
定
は
、
災
害
時
に
民
間
事
業
所
の
建

設
機
械
な
ど
を
活
用
し
、
速
や
か
に
応
急

復
旧
活
動
や
人
命
救
助
が
行
え
る
よ
う
相

互
に
協
力
す
る
も
の
で
す
。
協
定
書
の
内

容
な
ど
は
、
防
災
交
通
課
（
内
２
０
７
・

２
０
８
）
に
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
災
害
時
な
ど
に
、
迅

速
な
応
急
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
各
団
体

と
相
互
応
援
・
医
療
・
情
報
・
物
資
の
供

給
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。

５１ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　

十
一
月
十
二
日
、
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

駐
車
場
で
第
三
回
阿
久
比
町
消
防
団
消
防

実
戦
訓
練
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
東
海
・
東
南
海
地
震
発
生
を
想

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが

消
防
団
が

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

を
実
施

人命救助訓練を行う消防団員

　阿久比町消防団では、地域を災害から守る
ための消防団員を募集しています。心身とも
に健康で、満１８歳以上の方（町内に在住在勤）
であれば入団することができます。

□問い合わせ先
　防災交通課防災係
　�（４８）１１１１（内２０８・２７７）

区　　　　　域

横松、萩、宮津、板山の一部、卯坂の一部第１分団

板山、福住、白沢、卯坂の一部第２分団

草木第３分団

卯坂の一部、阿久比、椋岡、矢高の一部第４分団

植大、矢高の一部第５分団

消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防団団団団団団団団団団員員員員員員員員員員募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集消防団員募集
消防実戦訓練会
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年
末
年
始
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
例

年
、
最
も
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
と

な
り
ま
す
。
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
で
飲
酒
の

機
会
が
増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の

増
加
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
一
年
を
通
じ
て
日
没
時
刻

が
最
も
早
く
、
毎
年
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜

間
に
か
け
て
、
高
齢
者
が
歩
行
中
に
交
通

事
故
に
遭
う
率
が
増
加
し
ま
す
。　

　

現
在
実
施
中
の「
交
通
事
故
死『
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
ワ
ー
ス
ト
』
フ
ァ
イ
ナ
ル
１
０

０
日
作
戦
」
と
連
動
し
、
飲
酒
運
転
の
撲

滅
と
高
齢
者
事
故
の
防
止
を
重
点
に
、
運

動
を
展
開
し
て
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図

り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
も
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

 
重
点
目
標　
　
　
　
　
　
　

【
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う
】

○
家
庭
で
は

・　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
悲
惨
さ
と

責
任
の
重
大
さ
に
つ
い
て
、
家
庭
で
話

し
合
う
機
会
を
持
つ
。

・　

忘
年
会
な
ど
飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日

の
帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

お
く
。

○
運
転
者
は

・　

一
滴
で
も
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
乗
ら
な

い
こ
と
を
徹
底
す
る
。

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
へ
の
出
席
は
、

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、
代

行
運
転
や
家
族
の
送
迎
を
依
頼
す
る
。

【
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
】

〜
ラ
イ
ド
＆
ラ
イ
ト
運
動
の
推
進
〜

○
家
庭
で
は

・　

外
出
の
際
（
歩
行
、
自
転
車
、
自
動

車
運
転
）
に
は
、
注
意
を
呼
び
掛
け
る

習
慣
を
つ
く
る
。

・　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故
の
危

険
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
外
出
の
際

は
目
立
つ
服
装
や
反
射
材
の
着
用
に
つ

い
て
家
族
で
取
り
組
む
。

○
運
転
者
は

・　

道
路
横
断
中
や
自
転
車
乗
用
中
の
高

齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
十
分
に
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
、
思
い
や
り
運
転
に
心
掛

け
る
。

・　

日
没
時
刻（
お
お
む
ね
午
後
四
時
半
）

の
三
十
分
前
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
。

【
飲
酒
運
転
四
（
し
）
な
い
運
動
】

○
家
庭
・
地
域
で
は

一
、
運
転
す
る
人
に
酒
を
勧
め
な
い
。

二
、
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

三
、
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

四
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
交
通
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

　

阿
久
比
町
で
は
、
平
成
十
八
年
九
月
末

現
在
で
、　

・
５
％
、
一
万
五
千
八
百
七

６３

十
三
人
の
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

会
費
は
年
齢
に
関
係
な
く
一
人
五
百
円

（
十
月
以
降
は
三
百
円
）
で
す
。
ま
だ
加

入
し
て
い
な
い
方
は
、
家
族
で
加
入
し
、

万
が
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

見
舞
金
の
請
求
期
限
は
事
故
発
生
日
か

ら
、
一
年
以
内
で
す
。
一
年
を
過
ぎ
て
か

ら
請
求
さ
れ
て
も
見
舞
金
の
支
払
い
は
出

来
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
会
費
の
一
部
補

助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
、
平
成
十

八
年
度
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
い

る
方

・　

義
務
教
育
児
童
・
生
徒　
　

全
額

・　

そ
の
ほ
か
の
方　
　
　
　
　

半
額

②　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
、
生
活

保
護
世
帯
に
準
ず
る
世
帯
で
、
平
成
十

八
年
度
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
い

る
方

・　

義
務
教
育
児
童
・
生
徒　
　

半
額

※　

補
助
請
求
に
は
、
会
員
証
、
印
鑑（
認

印
）お
よ
び
振
込
先
金
融
機
関
の
通
帳

を
持
参
し
、
平
成
十
九
年
一
月
三
十
一

日（
水
）ま
で
に
防
災
交
通
課
窓
口
へ
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

◇　

平
成
十
九
年
度
に
、
交
通
災
害
共
済

に
加
入
す
る
予
定
の
な
い
方
は
、
役
場

防
災
交
通
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
交
通
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

　
　
　
１２
月
１
日
（金）
〜
１２
月
１０ 
日
（日）
 

夜間に走る車両から歩行者を発見できる距離 

出典：【社団法人愛知県交通管理協会「あいちの交通事故のあらまし 平成17年」】 

消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防団団団団団団団団団団員員員員員員員員員員募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集

������������������������	��������	
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迅
速
な
証
明
発
行

　

現
在
戸
籍
、
除
籍
、
改
製
原
戸
籍
の
事

務
が
同
一
シ
ス
テ
ム
上
で
管
理
さ
れ
る
た

め
、
正
確
で
速
や
か
な
事
務
処
理
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
証
明
書
の
発
行
ま
で
の

時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

戸
籍
証
明
書
の
様
式
変
更

　
「
戸
籍
謄
本
」が「
全
部
事
項
証
明
書
」に
、

「
戸
籍
抄
本
」
が
「
個
人
事
項
証
明
書
」

に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

証
明
書
は
、
縦
書
き
の
文
章
表
現
か
ら

横
書
き
の
個
条
書
き
に
変
わ
り
、
数
字
も

漢
数
字
か
ら
算
用
数
字
と
な
り
ま
す
。

　

認
証
印
は
朱
色
か
ら
黒
色
の
電
子
公
印

に
変
わ
り
、
証
明
書
の
複
写
な
ど
に
よ
る

改
ざ
ん
を
防
止
す
る
特
殊
な
用
紙
を
使
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
戸
籍

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
た
戸
籍
は
「
平
成
改

製
原
戸
籍
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
で
改
製
し

た
原
本
の
戸
籍
）」と
し
て
百
年
間
保
存
し

ま
す
。

　

平
成
改
製
原
戸
籍
の
証
明
が
必
要
な
場

合
は
、
従
来
の
除
籍
、
改
製
原
戸
籍
と
同

様
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

地
番
号
の
表
示
を
変
更
し
ま
す

　

本
籍
の
地
番
号
、
住
民
票
住
所
の
地
番

号
表
記
に
枝
番
が
あ
る
も
の
は
、「
の
」
の

文
字
を
削
除
し
ま
す
。

　
　

１
番
地
の
１

　
　
　

←

　
　

１
番
地
１

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
２
４
・
２
２
５
）

新戸籍事務�
　

十
二
月
四
日
か
ら
戸
籍
事
務
電
算
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
ま
す
。

　

阿
久
比
町
第
三
次
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
事
務
の
効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
戸
籍

事
務
の
電
算
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
稼
働
に
よ
り
戸
籍
の
作
成
か
ら
証
明
書
発
行
ま
で
を
電
算
処
理
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

戸
籍
事
務
電
算
シ
ス
テ
ム
稼
働

住所文字の表記を統一します 

大字横松字 a 大字横松字楢 

大字草木字尾花ヶ脇 a 大字草木字尾花ヶ脇 

大字草木字草山ノ神 a 大字草木字草山之神 

大字草木字下ノ池 a 大字草木字下之池 

大字草木字堂ノ前 a 大字草木字堂之前 

大字草木字中嶋 a 大字草木字中島 

大字草木字中ノ坪 a 大字草木字中之坪 

大字草木字花吹 a 大字草木字花吹 

大字阿久比字  大字阿久比字 

　　　　駅前１丁目 a 　　　　駅前一丁目 

大字阿久比字  大字阿久比字 

　　　　駅前２丁目 a 　　　　駅前二丁目 

旧 新 

旧 新 

旧 新 

旧 新 

旧 新 

旧 新 

旧 新 

旧 新 

旧 新 

旧 新 

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

十
一
月
一
日
か
ら
「
誰
で
も
閲
覧
で
き
る

制
度
」
が
「
個
人
情
報
保
護
に
配
慮
し
た

制
度
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
市
場
調
査
な
ど

の
営
利
目
的
の
た
め
の
閲
覧
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

閲
覧
が
で
き
る
の
は
次
の
場
合
で
す
。

◇　

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が

法
令
に
定
め
る
事
務
を
行
う
た
め
に
閲

覧
を
す
る
場
合

◇　

統
計
調
査
、
世
論
調
査
な
ど
の
う
ち
、

公
共
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合

◇　

公
共
的
団
体
（
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
）
が
行
う
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
活
動
の
う
ち
、
公
共
性
が

高
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合

◇　

そ
の
ほ
か
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合

で
町
長
が
申
し
出
を
認
め
た
場
合

※　

事
前
に
実
施
す
る
審
査
手
続
き
も
厳

し
く
な
り
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
２
４
・
２
２
５
）

住
民
基
本
台
帳

閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲
覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ががががががががががががががががががががががががががががががががが

変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
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第
十
二
回
　
戸
籍
・
住
所
の
疑
問 

　１２月１日から、母子健康手帳交付時にマタニティマーク
の配布を行っています。
　妊娠中の方で、すでに母子健康手帳を持っている方にも
保健センターで配布しますので、希望の方は母子健康手帳
を持参してください。

���������	


　日本では急速に少子化が進み、多くの母親は子育て期間
中に孤独感や負担感を訴えています。
　妊娠中、特に初期は外見からは妊娠していることが分か
りづらく、周囲からの理解が得られにくい状況にあります。
　妊産婦に優しい社会環境を築けるように、町ではマタニ
ティマークの配布を始めました。皆さんの周りで、マタニ
ティマークを身に付けている方を見かけたら、思いやりの
ある気遣いをお願いします。

□問い合わせ先
　阿久比町保健センター　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

�
　

転
入
と
は
、
他
市
町
村
（
国
外
も
含
む
）

か
ら
住
所
を
移
動
す
る
こ
と
で
す
。（
他
市

町
村
か
ら
阿
久
比
町
へ
移
動
）

　

転
出
と
は
、
他
市
町
村
（
国
外
も
含
む
）

へ
住
所
を
移
動
す
る
こ
と
で
す
。（
阿
久
比

町
か
ら
他
市
町
村
へ
移
動
）

　

転
居
と
は
、
市
町
村
の
中
で
住
所
の
移

動
を
す
る
こ
と
で
す
。（
阿
久
比
町
内
で
移

動
）

�
　

住
所
と
本
籍
は
、
同
じ
で
あ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
住
所
は
、
転
出
届
・
転
入
届
・

転
居
届
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
本
籍
は
、

転
籍
届
（
他
市
町
村
へ
の
移
動
に
は
、
戸

籍
謄
本
一
通
が
必
要
）
に
よ
り
変
わ
り
ま

す
。
住
所
の
移
動
だ
け
で
は
本
籍
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
本
籍
も
移
動
に
は
転
籍
届
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

�
　

戸
籍
の
一
番
は
じ
め
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。
そ
の
戸
籍
の
筆
頭
者
は
、
亡

く
な
っ
て
も
、
除
籍
に
な
っ
て
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
筆
頭
者
は
、
新
た
に
戸
籍
が
で

き
る
と
き
に
決
定
し
ま
す
。
婚
姻
届
の
際
、

夫
婦
が
夫
の
氏
で
婚
姻
し
た
ら
夫
が
、
妻

転
入
と
転
出
と
転
居

転
入
と
転
出
と
転
居

住
所
と
本
籍
の
移
動
は
別
で

住
所
と
本
籍
の
移
動
は
別
で

筆
頭
者
っ
て
何
？

筆
頭
者
っ
て
何
？

の
氏
で
婚
姻
し
た
ら
妻
が
筆
頭
者
と
な
り

ま
す
。　

�
　

夫
の
氏
（
妻
の
氏
）
で
、
婚
姻
す
る
と

夫
の
親
の
戸
籍
（
妻
の
親
の
戸
籍
）
に
入

る
と
思
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
が
、
婚
姻

す
る
と
新
し
い
戸
籍
が
で
き
ま
す
。
夫

（
妻
）
の
今
ま
で
の
本
籍
と
同
じ
地
番
で

あ
っ
て
も
、
婚
姻
し
た
二
人
で
新
し
く
別

に
で
き
ま
す
。
新
本
籍
は
、
地
番
が
あ
れ

ば
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

�
　

人
が
亡
く
な
り
、
そ
の
人
の
名
義
の
も

の
（
通
帳
、
土
地
な
ど
）
が
あ
る
と
、
相

続
が
発
生
し
ま
す
。

　

手
続
き
を
す
る
中
で
、
亡
く
な
っ
た
人

の
相
続
人
を
調
べ
る
た
め
に
、
戸
籍
の
謄

本
な
ど
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
先
に
必
要
な
書
類
は
何
か
、
ど
の
戸

籍
が
必
要
な
の
か
確
認
の
上
、
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

　

今
回
で
シ
リ
ー
ズ「
戸
籍
の
窓
口
か
ら
」

を
終
わ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

戸
籍
住
民
係　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
２
４
・
２
２
５
）

婚
姻
す
る
と
夫
婦
二
人
で
新
し
い

婚
姻
す
る
と
夫
婦
二
人
で
新
し
い

戸
籍
が
で
き
ま
す

戸
籍
が
で
き
ま
す

相
続
は
ど
こ
ま
で

相
続
は
ど
こ
ま
で

配布するマタニティ・ストラップ

「マタニティマーク」の配布を始めました
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今
回
か
ら
町
発
刊
の「
阿
久
比
の
昔
話
」

の
中
に
登
場
す
る
�
伝
説
の
地
�
を
求
め

て
ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

第
二
十
三
話
「
金
の
鶏
」
に
�
朝
日
の

当
た
る
一
本
す
す
き
の
も
と
に
金
の
鶏
が

埋
め
て
あ
る
�
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い

る
と
あ
る
。
場
所
は
板
山
の
安
楽
寺
の
裏

山
。
話
は
「
昔
、
こ
の
観
音
山
の
あ
ち
こ

ち
を
掘
っ
て
回
っ
た
人
が
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
ど
う
し
て
も
金
の
鶏
は
出
て
こ
ず
、

そ
の
か
わ
り
に
、
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
五

輪
塔
が
掘
り
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
」
と
続

く
。

　

友
人
と
�
金
の
鶏
�
を
探
し
に
出
掛
け

る
。
安
楽
寺
を
訪
ね
る
。
住
職
は
境
内
西

の
墓
地
の
方
向
を
指
し
て
「
観
音
山
は
あ

の
辺
り
で
す
。
伝
説
の
話
は
聞
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
ま
た
調
べ

て
お
き
ま
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

観
音
山
が
実
存
す
る
と
分
か
っ
た
の
で

第
一
関
門
を
ク
リ
ア
。
境
内
を
通
り
抜
け

山
に
上
る
。
観
音
山
一
帯
に
は
墓
地
が
並

ぶ
。
朝
日
の
当
た
り
そ
う
な
場
所
で
�
一

本
す
す
き
�
を
探
す
。

　

立
冬
を
過
ぎ
た
せ
い
か
、
草
木
の
葉
の

色
は
茶
色
く
な
り
か
け
て
い
る
。
丘
陵
地

の
土
手
で
ス
ス
キ
を
発
見
。「
ま
さ
か
こ
の

下
に
金
の
鶏
が
眠
っ
て
い
る
の
で
は
」
と

考
え
る
と
気
持
ち
は
高
ぶ
る
。
だ
が
残
念

な
こ
と
に
そ
の
ス
ス
キ
は
�
一
本
す
す
き
�

で
は
な
い
。
周
り
を
み
る
と
い
た
る
と
こ

ろ
に
ス
ス
キ
が
生
え
て
い
る
。
し
か
し
話

の
中
に
出
て
く
る
「
す
す
き
」
が
こ
の
場

所
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
の

で
第
二
関
門
を
ク
リ
ア
。

　
「
観
音
山
」、「
す
す
き
」
ま
で
た
ど
り
つ

け
た
が
こ
の
先
に
は
進
め
な
い
。
何
も
手

掛
か
り
が
な
い
。
ま
さ
か
墓
地
が
並
ぶ
場

所
を
私
た
ち
が
勝
手
に
掘
る
こ
と
は
出
来

な
い
。

　

お
ば
あ
さ
ん
が
墓
に
切
り
花
を
供
え
て

い
る
。「
金
の
鶏
」
伝
説
を
知
ら
な
い
か
と

尋
ね
て
み
た
が
、
首
を
か
し
げ
る
だ
け
で

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
私
た
ち
の
前
を
立
ち

去
っ
て
し
ま
う
。

　

あ
ま
り
欲
の
な
い
二
人
な
の
で
今
回
は

こ
こ
ま
で
に
し
て
お
こ
う
と
い
う
結
論
に

至
り
ぶ
ら
り
旅
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
。

帰
路
の
途
中
で
、
友
人
が
急
に
「
あ
の
お

ば
あ
さ
ん
き
っ
と
何
か
知
っ
て
ま
す
よ
。

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
だ
け
で
何
も
話
し
て

く
れ
な
か
っ
た
の
が
怪
し
い
で
す
よ
。
沈

黙
は
�
金
�
で
す
よ
」
と
お
か
し
な
こ
と

を
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
。

観音山からの眺め。下方は安楽寺

阿
久
比
川 

福山川 

卍 
安楽寺 

卍 
興昌寺 

G県神社 

観音山 観音山 

福住 

阿久比板山 

板山公民館 

坂
部
駅 

ふれあいの森 

英保育園 

英比小 

名
鉄
河
和
線 

観音山に生えるススキ
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読書感想文　金賞読書感想画　金賞
書　　　名学校・学年氏　名書　　　名学校・学年氏　名

ロボママ東部小３年新美　　遥デルトラ・クエストⅠー１ 沈黙の森東部小４年岡戸　達哉

イシガメの里東部小４年岡戸　達哉悪魔の盗人 デモナータ２幕東部小６年平山　咲綾

紅玉東部小６年中井　　諭カフィーのまじょまじょテスト南部小１年榊原有記奈

がんばれエコマン地球をすくえ！英比小２年新美　大晟なかまとであう南部小２年福岡　靖�

どんなかんじかなあ南部小１年新海　花音ドラゴンと魔法の水 マジック・ツリーハウス１５南部小３年樫内　友昭

もったいない南部小５年家田　江梨車のいろは空のいろ南部小５年竹内　比菜

少年は戦場へ旅立った阿久比中１年中村さなえガストンとルシア２ 永遠の旅のはじまり阿久比中１年市村　千尋

空色の地図阿久比中２年竹内　琴音さいはての島へ　ゲド戦記３阿久比中２年小渕笑里菜

少年は戦場へ旅立った阿久比中３年中村　鞠伽少年は戦場へ旅立った阿久比中３年中村　鞠伽

��������	
��
��
　町内の小・中学生を対象に実施された第１７回読書感想
画・文コンクールの表彰式が１１月４日、町立図書館で行
われました。
　コンクールには感想画１，４２６点、感想文１，８５８点の応募
があり、審査の結果、金・銀・銅賞に計１２６点の作品が選
ばれました。
　金賞を受賞した皆さんは下記のとおりです。（敬称略）

日にち　１１月７日（火）・１１月２１日（火）

　徳川家康の母「於大の方」の生涯をゆかりの地を訪
ねながら学習しました。１１月７日は岡崎城、三河武士
の館家康館、２１日には東浦町郷土資料館、刈谷市歴史
の小径などを散策し現地ガイドの説明を受けました。
　道中のバスの中では阿久比町郷土学習同好会会員の
説明を聞き、於大の方と阿久比町の関係を学び、於大
の方がより身近な存在となりました。

日にち　１０月１４日（土）・１０月２８日（土）

　小学３年生～６年生を対象に１０月１４日に岐阜県山県
市などでリース、ろうそく作り、岐阜県博物館の見学、
２８日に中央公民館で切り絵に挑戦しました。
　切り絵には中学生ボランティアが５人参加し、作品
を作りながら参加した小学生の手伝いをし、一緒に昼
食を食べながら交流を図りました。
　なれない作業に悪戦苦闘しながらも立派な作品が完
成しました。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももももチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジスススススススススススススススススススススクククククククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「於於於於於於於於於於於於於於於於於於於於於大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大ののののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方 そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそののののののののののののののののののののの足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡ををををををををををををををををををををを巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

表彰式
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□
勤
務
場
所　

阿
久
比
町
役
場
保
険
課

□
勤
務
内
容　

診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ

プ
ト
）
の
点
検
、
整
理

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

平
成
十
九
年
一
月
〜
同
年

三
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前

九
時
〜
午
後
三
時

□
賃　

金　

七
百
四
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
五
十
歳
（
平
成
十
九

年
一
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方
。

　

レ
セ
プ
ト
点
検
、
医
療
事
務
経
験
者

を
優
先
し
ま
す
。

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

十
二
月
十
五
日
（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
国
保
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
１
６
）

�
　

平
成
十
八
年
分
の
確
定
申
告
の
時
期
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
所
得
の
申
告
に
使
わ
れ
て
き
た
農

業
所
得
標
準
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
農
業
所
得
標
準
を
適
用
し
て

確
定
申
告
を
し
て
い
た
方
は
収
入
金
額
が

分
か
る
書
類
（
販
売
代
金
が
振
り
込
ま
れ

る
口
座
の
通
帳
や
出
荷
伝
票
な
ど
）
と
、

必
要
経
費
が
分
か
る
書
類
（
請
求
書
や
領

収
書
な
ど
）
を
基
に
、
収
入
金
額
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
く
「
収
支
計
算
」
で
農

業
所
得
を
計
算
し
て
確
定
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
税
務
署
個
人
課

税
部
門　

�（
２
１
）３
１
４
３
（
内
１

１
５
・
１
１
６
）

��□
試
験
日
な
ど

　

平
成
十
九
年
二
月
四
日（
日
）

　

一
般
対
象

　

甲
種
・
乙
種
第
４
類
・
丙
種

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

平
成
十
八
年
度
第
六
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
受
付
期
間

　

十
二
月
十
八
日（
月
）〜

　

十
二
月
二
十
二
日（
金
）

□
試
験
手
数
料

　

甲
種　

五
千
円

　

乙
種　

三
千
四
百
円

　

丙
種　

二
千
七
百
円

※　

手
数
料
は
受
験
願
書
に
同
封
の
郵
便

振
込
用
紙
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

防
災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

�□
講
習
日
時

　

平
成
十
九
年
一
月
十
七
日（
水
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

南
知
多
町
総
合
体
育
館

□
講
習
内
容

　

乙
種
第
４
類
・
丙
種
が
対
象

□
受
付
期
間

　

平
成
十
八
年
十
二
月
四
日（
月
）〜

　

平
成
十
九
年
一
月
十
六
日（
火
）

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

□
講
習
費
な
ど

　

受
講
料　

四
千
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

二
千
八
百
円

　

定
員
は
七
十
人

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

防
災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

平
成
十
八
年
度
第
四
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

�□
講
習
日

　

平
成
十
九
年
二
月
六
日（
火
）〜
九
日

（
金
）

□
講
習
会
場

　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

□
対　

象

　

資
格
取
得
者
で
現
に
危
険
物
製
造
所
な

ど
で
取
り
扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る  

方
。（
保
安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別

　

給
油
取
扱
所

　

特
定
事
業
所

　

一
般

□
申
し
込
み

　

平
成
十
九
年
一
月
十
一
日（
木
）か
ら
一

月
十
七
日（
水
）ま
で
に
愛
知
県
危
険
物
安

全
協
会
連
合
会
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
講
料

　

四
千
七
百
円

※　

愛
知
県
収
入
証
紙
を
購
入
し
、
申
請

書
に
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
６
１
）６
６
２
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

防
災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

�
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�
�
�
�
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名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
平
成

十
八
年
十
二
月
十
六
日
（
十
五
日
の

営
業
終
了
を
も
っ
て
）
に
椋
岡
駅
が

廃
止
に
な
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12月16日から1 2 月 1 6 日から
名名鉄鉄椋椋岡岡駅駅がが廃止廃止されますされます
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障
害
者
な
ど
の
日
常
生
活
に
関
す
る
相

談
や
専
門
的
な
相
談
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
が
日
中
の
活
動
の
場
所
と
し
て

利
用
で
き
る「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

も
併
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
事
業
は
二
市
二
町
（
東
海
市
・
知

多
市
・
東
浦
町
・
阿
久
比
町
）
の
共
同
事

業
と
し
て
「
法
人
愛
光
園
」
と
「
法
人
憩

の
郷
」
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
緒
川
事
業
所　

知
多
郡
東
浦
町
緒
川
字

寿
久
茂
１
２
９

　

�
０
５
６
２（
３
１
）７
１
７
３（
相
談
）

　

�
０
５
６
２（
３
１
）７
１
７
８（
活
動
）

・
元
浜
事
業
所
（
東
海
市
元
浜
町　
１０

　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
３（
相
談
）

　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
８（
活
動
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
６
）

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
を
開
講

し
ま
す
。

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

・
平
成
十
九
年
一
月
十
三
日（
土
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
成
岩
出
張
所

（
定
員
二
十
人
）

・
平
成
十
九
年
一
月
二
十
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十
人
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

成
岩
出
張
所　

�（
２
４
）０
１
１
９

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

�□
日　

時　

平
成
十
九
年
一
月
二
十
八
日

（
日
）午
後
一
時
〜

□
会　

場

　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
東
区
）

□
参
加
費

　

無
料

□
内　

容

　

活
動
発
表

　
「
父
親
の
教
育
参
加
促
進
モ
デ
ル
事
業
」

　
「
お
や
じ
の
会
活
動
発
表
」

　

記
念
講
演

　

演
題　
「
笑
い
と
人
生
、
そ
し
て
躾
」

　

講
師　

三
遊
亭　

好
楽
（
落
語
家
）

□
申
込
期
限

　

十
二
月
十
五
日（
金
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�

Information

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�

�

�

�

�

�

猫
の
飼
い
主
の
方
へ

　

猫
は
犬
と
違
い
、「
つ
な
い
で
飼
う
」
義

務
は
な
く
、
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
方
が

い
ま
す
。

　

外
に
出
せ
ば

①　

他
人
の
家
・
敷
地
内
に
侵
入
し
、
荒

ら
す
（
花
壇
を
掘
り
返
す
、
ふ
ん
尿
を

す
る
、
台
所
に
入
る
な
ど
）

②　

ゴ
ミ
捨
て
場
で
、
ゴ
ミ
を
あ
さ
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
衛
生
が
悪
化
す
る
。

③　

避
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
い
な
い
場

合
、
年
三
回
も
子
猫
が
産
ま
れ
て
し
ま

う
（
産
ま
せ
て
し
ま
う
）。

な
ど
地
域
の
大
き
な
環
境
問
題
や
、
子
猫

の
飼
い
主
探
し
な
ど
の
問
題
に
直
面
し
ま

す
。

　

猫
に
と
っ
て
も

①　

交
通
事
故
の
危
険
性

②　

ほ
か
の
猫
と
の
け
ん
か
な
ど
に
よ
る

伝
染
病
（
猫
エ
イ
ズ
な
ど
）
の
感
染
に

よ
る
寿
命
の
短
縮

③　

ノ
ミ
・
ダ
ニ
な
ど
を
付
け
て
自
宅
に

帰
っ
て
く
る

な
ど
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ケ
ー
ジ
飼
い
を
行
う
か
、
室
内
の
み
で

飼
育
し
、発
情
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
避
妊
・

去
勢
を
行
い
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
餌
を
与
え
て
い
る

方
へ

　

餌
を
与
え
る
に
は
責
任
あ
る
行
動
が
重

要
で
す
。

①　

餌
を
与
え
る
の
と
同
時
に
、
野
良
猫

を
い
っ
た
ん
保
護
し
、
避
妊
・
去
勢
手

術
を
行
い
元
の
場
所
に
帰
す
。

②　

帰
す
際
は
、
地
域
の
方
に
「
不
妊
手

術
を
し
て
あ
る
の
で
、
次
世
代
は
生
ま

れ
な
い
こ
と
」。「
野
良
猫
は
、
五
〜
六

年
程
度
し
か
生
き
ら
れ
な
い
の
で
順
次

少
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
」。「
ふ
ん
尿

の
始
末
も
行
い
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

努
力
す
る
」
な
ど
説
明
し
、
理
解
を
求

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③　

餌
を
与
え
る
際
、
そ
の
場
所
に
餌
が

あ
る
こ
と
が
知
れ
渡
る
と
、
猫
を
捨
て

て
い
く
人
が
出
る
の
で
、
人
の
目
に
触

れ
な
い
よ
う
な
場
所
を
選
択
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

④　

排
せ
つ
物
に
つ
い
て
も「
猫
ト
イ
レ
」

を
餌
場
の
周
囲
に
用
意
し
、
近
隣
住
民

の
敷
地
内
で
排
せ
つ
し
な
い
よ
う
配
慮

し
て
く
だ
さ
い
。
ト
イ
レ
は
定
期
的
に

必
ず
清
掃
し
、
周
囲
の
環
境
を
悪
化
さ

せ
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

第１２回 阿久比町書き初め大会参加者募集
�と　　　き　　平成１９年１月５日（金）
�会　　　場　　ふれあいの森体育室
�参加対象者　　町内在住在勤を問わず、どなたでも参加できます。
�参　加　費　　無料
�申し込み・問い合わせ先
　　　　　　　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）
※　詳細については、要項をご覧ください。（要項は、町内全戸に配
布します。）

町人口 ２５,０００人に

人 口 と 世 帯

世帯数　 ８，２００　　（　１７）

人　口　２５，０００人（　１５）

　男　　１２，４００人（△７）

　女　　１２，６００人（　２２）

（　　）は前月との増減数

１０月中の異動

　出生　１７　転入　 ８０

　死亡　１３　転出　 ６９

平成１８年１１月１日現在


